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Ⅰ 目的

　幼児と自然との関わりについて様々な報告や，提言が

なされている。例えば，文部科学省の「時代の変化に対

応した今後の幼稚園教育の在り方に関する調査研究協力

者会議報告」（1997）(1)において，幼児の遊び内容も変

化し，屋外遊びから屋内に，また一人遊びが増大してい

ることを指摘している。このことから，幼稚園内外での

自然体験の重要性が求められている。この実態を受け，

日本学術会議（2007）(2)は，「身近な自然体験の場とし

ての校庭・園庭の整備」，「自然遊びの方法の学習と継

承」といったハードとソフト面の行動戦略を挙げると共

に，「幼児教育・学校教育における地域と連動した体験

活動の実施」といった内容，幼稚園を中心とした自然体

験活動のできるコミュニティ作りを具体的な行動戦略と

して挙げている。さらに平成21年に施行された幼稚園教

育要領の内容の取り扱いにおいても，これまでの自然体

験活動に加えて，体験により幼児の思考の芽生えを育む

ことができるよう求めている(3)。

　これまでの知見により，自然体験の重要性は数多く

指摘されているが，幼児の心身の発達に貢献する自然

体験として，山田（1993）(4)は「原体験」を提唱してい

る。この原体験は，教育心理学で用いている（Original 

experience）と区別するために，“原”を「原始的な」と

いう“proto”という意味で捉え，“protoexperience”とし

て，「生物やそのほかの自然物，あるいはそれらによっ

て醸成される自然現象を触覚・嗅覚・味覚の基本感覚を

伴う視覚・聴覚の五官（感）で知覚したもので，その他

の事物・事象の認識に影響を及ぼす体験」と定義してい

る(5)。この原体験は，触・嗅・味の基本感覚を少なくと

も 1 つでも含む体験であり，継続的に体験しないと忘れ

てしまう視・聴覚と違い，1 度でも体験すれば一生残る

長期記憶になるものである。この原体験について，体験

活動と指導のあり方に関する調査研究委員会（2004）(6)

では，原体験の第一義的な役割として，多様な五感刺激

がヒトの大脳皮質のシナプス形成やネットワーク化に寄

与することや，それらが著しく促進され全体の90％が完

成する「乳幼児期から小学校低学年」が最適期であるこ

とを報告している。また，小林（2000）(7)は自然物や自

然現象と触れる原体験を通して，好奇心，感性，探究す

る意欲などに関与する大脳新皮質の鍛錬，育成につなが

る教育的意義を述べている。このことから，原体験がで

きる保育を展開することが，幼児にとって有意義である

ことが伺える。

　これまでの幼児の原体験に関わる先行研究の視点は，

二点挙げられる。第一点目として幼児の原体験の実態 (8)

(9)(10)，世代間比較に関するものである(11)。その中で現在
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の幼児は，その両親が幼少児期に体験した原体験より有

意に減少していることを報告しており，幼稚園・保育所

における環境や保育カリキュラムの中に意図的に盛り込

むことの必要性を述べている。第二点目として，幼児の

原体験を巡る日常の背景要因について着目した先行研究

があり，日常の遊び状況，両親の意識との関連を検討し

たものがある (12)(13)。これらの報告から，幼児が豊富な原

体験をするためには，「時間」，「空間」，「仲間」が十分

に整えられた遊び場が必要であると述べられている。そ

して，両親が身の回りの原体験できる場について知るこ

とや，親自身の体験を豊かにする必要性が述べられてい

る。

　しかし，幼児の原体験の減少だけでなく，「時間」，「空

間」，「仲間」も減少しており(14)，1955年と1975年を比べ

ると，原体験が可能な自然スペースについては，都市化

により約1/80の減少を報告している(15)。さらに，ベネッ

セの調査によると，少子化や核家族化により幼児と母親

が一緒に遊ぶ割合が，きょうだい，友達や，親戚を抜い

て増加していることや(16)，母親，父親の子育てで力を入

れている内容が，「屋外で遊ぶこと」と共に，「自然とた

くさんふれあうこと」について2005年に比べ，2009年の

方が増加している(17)。この現状において，遊びの中でで

きる幼児の原体験には，一緒にいる両親の養育態度が大

きく関連することが推察される。

　このような両親の遊びにおける養育態度の指標とし

て，この荻原（1990）(18)が作成した「子ども遊びに対す

る養育態度」がある。この「子どもの遊びに対する養

育態度」の下位尺度は，子どもの行動を厳しく注意し

たり，禁止したり，制限する「抑制的態度」，子どもを

励まし，手助けし，指導する「教示･指導的態度」，子ど

もを誉めたりしながら遊びに積極的に関わる「支持的態

度」，子どもを注意したりせず，遊びにも直接かかわら

ず，基本的に見守る「受容的態度」から構成されている

（表１）。この子どもの遊びに対する養育態度を用いた

先行研究として，荻原（1990）(19)は教示・指導的態度を

とる母親ほど，幼児の近所遊び量に対して負の影響を与

えることを報告している。また，奥田（1997）(20)の報告

では，子どもの遊びに対して教示・指導的な態度をとる

親の子どもよりも，受容的な態度をとる親の子どもの方

が，自律性が高い傾向を報告している。これらの先行研

究から，両親の遊びに対する養育態度次第で，幼児の健

全な発達を促す遊びや，幼児自身の自律性まで左右する

ことが伺える。

　 「仲間」，「時間」，「空間」を確保して原体験を伴った

遊びを展開することは，幼稚園・保育所の保育カリキュ

ラムの編成によって可能だと考えられる。しかし，降園

後の幼児の原体験を左右するのは，「仲間」，「時間」，「空

間」が確保された場だけでなく，両親の意識や，遊びに

対する養育態度であることが想定される。しかし，現在

までの先行研究において，幼児の多様な遊びに内包され

た原体験と，遊びに対する養育態度との関連性を焦点化

した研究は皆無である。今後，幼児の原体験が先細りす

る中で，幼児の遊びによる健全な成長発達を促進するた

めには，幼児の原体験と両親の遊びに対する養育態度と

の関連について検討する必要性がある。そこで本研究で

は，幼児の原体験と，両親の遊びに対する養育態度と関

連性があるかを検討するものである。そして，豊富な幼

児の原体験と関連する養育態度の下位尺度概念から，保

育現場から両親に対するアプローチの方法を模索するも

のである。

Ⅱ 方法

１調査内容

①幼児の原体験

　幼児の原体験を把握するために，山田（1990）(21)の「原

体験」の類型（「火」，「石」，「土」，「水」，「草」，「木」，

「動物」，「ゼロ(注1）」）を用いた。なお，項目抽出に際し

て，幼児の健康教育に携わる者 3 名が，それぞれ幼少期

表1　子どもの遊びに対する養育態度の質問項目
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に印象に残っている各種体験を報告し，一致度の高さや

幼児に体験させたい内容を考慮に入れて，26項目抽出し

た（表 2）。さらに，回答結果の分布の偏りを想定して 4 

件法（「まったくない」 1 点，「あまりない」2 点，「すこ

しある」3 点，「よくある」4 点）で質問紙を構成し，幼

児の日常の様子をよく知る母親に対して，幼児の原体験

について評価し，回答を求めた。

②両親の遊びに対する養育態度

　両親の遊びに対する養育態度については，荻原

（1990）(22)が作成した「子どもの遊びに対する養育態度」

の12項目を使用した（表 1 ）。各質問項目について 5 件

法（「いつもそうする」1 点，「たいていそうする」2 点，

「どちらともいえない」3 点，「あまりそうしない」4 点，

「そうはしない」5 点）で，母親，父親それぞれに問うた。

２ 調査方法

　機縁法により，兵庫県私立幼稚園 2 園の両親に対し

て，質問紙調査を実施した。質問紙は無記名で，母親，

父親共に記入するように求め，担任により配布，回収を

行った。

３ 調査対象

　対象者は，中核都市にある私立 A 幼稚園と，大都市近

郊のニュータウン内にある B 幼稚園に在園する年少，年

中，年長児の計716名の両親であった。配布数716部，質

問紙の回答に不備が見られず，両親共に記入された有効

回答は484部（年少児80名，年中児184名，年長児220名・

有効回答率67.6％）であった（表 3）。なお，平均年齢

は，母親34.2歳　(SD=4.14)，父親36.2歳　(SD=5.06)であ

った。また，3 名の性別不明の回答があったが少数であ

るため，本分析における有効回答とした。

４ 調査期間

　調査用紙の配布日は2004年 6 月30日であり，回収日は

2004年 7 月 6 日であった。

５ 分析方法

　分析を進めるにあたり，子どもの遊びに対する養育態

度下位尺度について，幼児の各学年間の差異を検討し

た。その結果，いずれの下位尺度においても有意差が認

められなかったため，データを一括して処理することと

した。

　幼児の原体験と子どもの遊びに対する養育態度の

Cronbach信頼性係数αを求めたところ，幼児の原体験の

尺度全体では0.91であった。また，子どもの遊びに対す

る養育態度の尺度全体では0.52であり，下位尺度ごとに

みると，抑制的態度0.69，教示・指導的態度0.63，支持

的態度0.40，受容的態度0.29であった。このため本調査

において，子どもの遊びに対する養育態度の信頼性係数

が十分な値を示さなかったため，カテゴリカルデータと

して分析を行った。

　幼児の原体験と両親の遊びに対する養育態度との相互

関連性は，スピアマンの順位相関係数を算出した。さら

に両親の遊びに対する養育態度からみた幼児の原体験の

差異を明らかにするため，両親の遊びに対する養育態度

の下位尺度ごとの合計得点を操作的に約25%レンジで 4

層に分類した。そして，下位25%と上位25%を用いてマ

ン・ホイットニーのＵ検定により分析を行った。分析ソ

フトは，SPSS 17.0J for Windowsを用いた。

表３　調査対象者の内訳

表２　原体験質問項目
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Ⅲ 結果

　幼児の原体験と子どもの遊びに対する養育態度を下位

尺度別に相関分析を行った結果は，表 4 に示すとおりで

ある。結果を概観すると，母親については，子どもの遊

びに対して教示的・指導的態度の低さが，幼児の原体験

の高さと 1 %水準で有意に関連しており，支持的態度の

高さが，幼児の原体験の高さと 5 %水準で有意に関連し

ている。一方，父親については，子どもの遊びに対して

教示的・指導的態度の低さが，幼児の原体験の高さと５

%水準で有意に関連していることが明らかとなった。

　さらにマン・ホイットニーのU検定を行った結果は，

表 5 に示すとおりである。母親については，遊びに対す

る教示・指導的態度と，支持的態度において低群と高群

との間に差異が認められた。そして，教示・指導的態度

低群の幼児は，原体験が高く，支持的態度高群の幼児

は，原体験が高い結果となった。一方で父親について

は，遊びに対する教示・指導的態度において低群と高群

との間に差異が認められた。そして，教示・指導的態度

低群の幼児は，原体験が高い結果となった。

Ⅳ 考察

　幼児の原体験と両親の遊びに対する抑制的態度と受容

的態度との関連が認められなかった点については，幼児

の原体験を伴った遊びを行う際，態度に関する項目につ

いては，安全や善悪の判断を両親が行うという最低限の

配慮としてなされていることが想定される。

　また，幼児の原体験と教示・指導的態度と関連が認め

られたことについては，両親が幼児の遊びに対して過保

護，過干渉になり過ぎ，幼児の原体験を阻害している

ことが考えられる。両親の過度な安全意識や衛生志向

が，両親の子どもの遊びに対する養育態度にダイレクト

に関わり幼児の原体験を規定することが推察される。

さらに，幼児が両親の過度な安全意識や衛生志向に関す

る情報や知識を繰り返し提供されることで，親子間で拒

否感や不快感といった「情動スクリプト (注2)」の連鎖を

引き起こし，子どもの原体験量を左右することが考えら

れる。幼児が原体験をしようとしている時には，多少の

リスクを伴う活動や，汚れる活動について，両親が見守

るような姿勢がとれるように，保育者や他の両親との相

互の関わりによって伝えていく必要性があると考えられ

る。

　幼児の原体験と母親の遊びに対する支持的養育態度に

関連が認められたことについては，母親が日常の遊びに

おいて外遊びを禁止せず，積極的に原体験ができる「時

間」，「空間」，「仲間」のそろう場所に幼児を連れ出し，

その遊びを伴ってできる原体験を認める養育態度をとっ

ていることが考えられる。一方で，幼児の原体験と父親

の遊びに対する支持的養育態度に関連がみられなかった

ことついて，ADKこども生活力調査レポート（2006） (23)

によると，父親と子どもが一緒に過ごす時間が一時間以

内である場合が，平日，休日共に約半数以上となってい

る。このことから母親と違い父親は就労状況から日常的

に幼児と関わる時間がとれず，母親のように「時間」，

「空間」，「仲間」のそろう場に行ける状態でないことが

想定される。

　本調査の結果から，幼児の原体験が，両親の遊びに対

する養育態度に関連する1要因であることが分かった。

表４　幼児の原体験と子どもの遊びに対する

養育態度との相互関連性

表５　幼児の原体験と子どもの遊びに対する養育態度との差異



― 97 ―

このことから，現在の幼児に対して豊富な原体験ができ

るようにする実践には，両親の遊びに対する養育態度を

変えるきっかけ作りが重要な視点であり，将来多様な原

体験を後世に伝えていくための重要な手立てだと考えら

れる。

　このような実践として，久保ら（2000） (24)の幼稚園と

家庭とが連携した実践がある。この実践では，母親同伴

による園外保育を実施し，散策中の幼児の体験に母親自

身が改めて気づきを与えることを報告している。また，

別の取り組みとして，亀山（2008）(25)の幼稚園主催の里

山公園における母親とその幼児を対象としたデイキャン

プの取り組みが挙げられる。この取り組みでは，非日常

のキャンプ活動ではあるが，1 日のキャンププログラム

をきっかけにして，母親との原体験の共有を幼児はでき

るのではなかろうか。また，普段幼稚園に来ることがで

きない父親に対しても，父親参観日や父親の子育て力を

生かす「オヤジの会」などの行事をきっかけに，父親が

幼児と共に原体験ができる機会を提供することが可能で

ある。例えば，幼児が父親と共に火を起こしパンを焼く

活動や，竹を使っての器やコップを製作する活動を幼稚

園で幼児と父親が実践したものである(26)。このような活

動を展開することにより，幼児と関わる時間の少ない父

親が，幼児の原体験を促進させる関わり方に気づく契機

を与えられると考えられる。

　最後に幼稚園ができる両親への働きかけとして，両親

の生活圏の中で原体験ができる場の情報提供が挙げられ

る。両親が生活圏内で見落としている，原体験できる場

の紹介をはじめ，身近な親子サークル活動，子ども会活

動，NPO法人主催の野外活動さらに，住民と行政の参画

で運営されている冒険遊び場（プレーパーク）といった

原体験をすることができる活動について，幼稚園が情報

発信を行い，両親自身が積極的にそのような場所に行け

るようにすることが，幼児の原体験の拡大に繋がると考

えられる。

Ⅴ 今後の課題と研究視点

　本研究では，機縁法による 2 つの幼稚園での調査から

幼児の原体験と子どもの遊びに対する養育態度の関連性

をみた。今後の課題として，サンプル抽出の際，機縁法

ではなく無作為抽出法による，より多くの幼稚園での調

査が望まれる。

　今後の研究視点としては，調査を行った園において養

育態度の変容を促す原体験プログラムを両親に対して実

施して原体験の変容を明らかにする必要性がある。そし

て，その結果について，保育者から両親に情報を提供す

ることで，原体験による幼児の新たな可能性や，原体験

を伴った遊びに対する能動性を再認識できるようにする

必要性がある。また，原体験プログラムを通した両親の

対人イメージ（幼児・両親間）がどのように変化するの

かを明らかにする必要性がある。そして幼児だけではな

く，親同士のネットワークの拡大を促し,幼児の原体験

にも回帰していく好循環の生成が期待される。

－注－

( 1 )山田卓三は，「火」，「石」，「土」，「水」，「草」，「木」，

「動物」のいずれにも含まれない体験や，情感体験を

「ゼロ体験」と定義している。

( 2 )情動スクリプトについて遠藤（2002）(27)は，「遭遇し

た出来事，それに対する認知的評価，生じた情動，養

育者の対応，あるいは，そこで取られた対処方略など

が一定の連鎖をなして認知的構成体として子どもに取

り込まれること」と述べている。
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